
技術により
担い⼿不⾜の
⽳を埋める

担い⼿不⾜で耕作放棄地が拡⼤し、
⿃獣被害や農業集約を阻害する要因

の⼀つになっています。集落機能の
低下

那須特有の要素：
⼭が繋がっていること
による広域⿃獣被害

那須地域の農業課題マップ

那須特有の要素：
中⼭間地域で農地が沢沿いに
散在している場合、団地化‧
⼤規模化が物理的に困難

⾼齢化と後継者不⾜により、
家族経営が限界を迎え
法⼈化も遅れています。

農業インフラ（⽔路‧農道）の
維持管理が、担い⼿不⾜に
より困難になっています。

「稼げる農業」への転換には、那須
ブランドの強化が必要。ホテル等の

需要に応える安定供給体制も
不⾜しています。

スマート農業の導⼊が期待されます
が、⾼額な機械投資がネックに。稼働

時期も重なるためシェアが
難しいという声も。

⼭が繋がっているため広域で被害が
深刻化。猛暑による品質低下と

合わせ、農業者の営農意欲低下に
繋がっています。

収穫減や被害が
離農を加速させる

荒れた農地が
動物の隠れ家や
餌場になる
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農業、医療、福祉など、あらゆる
分野で専⾨職および⼀般労働⼒が
不⾜し、サービスの維持が問題に

なっている。

採算悪化による路線の縮⼩と
免許返納の増加が重なり、通院や

買い物ができない「移動難⺠」が増
加している。

那須特有の広⼤な
地理的制約

移動距離が⻑く、特
に⼭間部では医療‧
介護の受診が困難な

状況も。

救急医療から在宅までの機能
分化が不⼗分で、特定の病院
に負荷が集中している。

医療資源（医師‧
看護師等）の不⾜

専⾨医や看護師の絶対数が
不⾜し、特に過疎地域での
確保が困難な傾向にある。

慢性疾患や認知症患者の
増加により、需要増への
備えが急務。

⾼齢化に伴う医療
需要の増⼤

在宅医療‧医療
介護連携の遅れ

24時間対応の在宅医療体制
が不⾜し、多職種間での患者
情報共有の仕組みづくりが途上。

⼤病院志向や「コンビニ受診」
による救急‧外来の負荷が
増⼤し、初期診療の機能分化
が進んでいない。

⽣活習慣病リスクが⾼いにも
かかわらず健診受診率が低く、
重症化予防の取り組みが引き
続き必要。

那須特有の広⼤な
地理的制約

介護サービス提供時
に異なる事業者が同
じ場所にそれぞれ移
動しており、⾮効率

さが懸念。

デジタル
リテラシーの壁
デマンド交通やオン
ライン診療を導⼊し
ても、⾼齢者が予約
システムを使いこな
せないケースが

多い。

8050問題、ヤングケアラー、
⼦どもの貧困など、既存の
制度では対応しきれない
複合課題が顕在化。

独居⾼齢者の増加や認知症
対応（徘徊防⽌）など、
各分野での⽀援体制強化が
追いついていない。

近所づきあいの低下により
⾒守り機能が弱まり、
「孤独死」への不安や
共助の停滞を招いている。

相談窓⼝が分かりにくく、属
性を問わないワンストップの
⽀援体制が⼗分に構築されて
いない。

成年後⾒制度の利⽤停滞や、
災害時の要配慮者⽀援計画の
実効性に不安がある。

⽣活困窮‧孤⽴‧
多様なニーズ

分野別福祉（⾼齢‧
障害‧児童）の限界

地域コミュニティ‧
つながりの希薄化

相談⽀援‧包括的
⽀援体制の分散

権利擁護‧⽣活の安
⼼（災害時含む）

福祉⼈材‧担い⼿
の不⾜

地域⽣活機能の崩壊
住み慣れた地域での⽣活が困難に
なり、さらなる⼈⼝流出を招く

悪循環。

孤⽴死‧社会的排除の増加
⽀援が届かないまま深刻化する
事例が増え、地域のセーフティ

ネットが機能不全に陥るリスク。

外国⼈技能実習⽣
への⾼い依存

介護現場が実習⽣なし
では回らない状況にあ
り、彼らの環境整備が

不可⽋。

 医療提供体制‧
病床機能の偏在

外来‧かかりつけ医
機能の弱さ

予防‧健康づくり
との連携不⾜

福祉専⾨職や地域福祉を
担う中核⼈材が不⾜して
おり、育成も必要。

那須地域の医療‧福祉課題マップ
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インフラ⽼朽化、
要⽀援者名簿の
運⽤

中⼼地の衰退、
買い物難⺠対策

中⼼市街地の活⼒低下と
買い物弱者の増加
中⼼市街地が衰退し、近隣に店がない
⾼齢者などの「買い物弱者」が増加

同時被災時の相互扶助の限界
同時被災した際に⾃治体間での
相互扶助が機能しにくくなる懸念

住⺠の防災意識の温度差
⼤災害が少なく、住⺠の防災意識
（⾃助‧共助）が⾼まりにくい

⾼校⽣段階での流出と地元愛着の希薄化
⾼校進学時に市外へ流出し、地元の良さを
知らないまま戻ってこないケースが多い

若者‧移住者向けの賃貸物件の不⾜
空き家は多いものの市場に出回らず、若者や移住者が
求める賃貸物件が不⾜

2次交通（横の移動）の不⾜
主要駅から⽬的地や⾃宅までの「横の移動」⼿段が
少なく、地域内の周遊や移動が不便

通院‧利⽤の困難さが招くQOLの悪化
医療機関への移動が困難なため受診控えが起き、
QOL（⽣活の質）が悪化する可能性

外国⼈技能実習⽣への⾼い依存度
介護現場は外国⼈技能実習⽣に依存しており
彼らが働きやすい環境整備や定着⽀援が必要

障がい⽀援の分野との連携の必要性
単独設置により⽀援が分断され
広域での再連携の必要性

稼げる農業への転換と法⼈化の遅れ
家族経営の限界や後継者不⾜、に加え、
資材⾼騰や機械の初期投資負担が⼤きい

⿃獣被害の深刻化による営農意欲の低下
イノシシやクマなどによる被害が深刻化し、
農業者の営農意欲が低下

気候変動（⾼温‧豪⾬）による
品質‧収穫量への影響
近年の猛暑や豪⾬による⽶などの品質低下や
収量減少が課題

全分野に波及する「深刻な担い⼿‧⼈材不⾜」
農業、医療‧介護、教育、商業など、
あらゆる分野で深刻な⼈材不⾜が課題

公共交通の維持困難と⾼齢者の移動⼿段喪失
バス路線の維持‧拡⼤が難しく、免許を返納した⾼齢者の
通院や買い物のための「⾜の確保」が喫緊の課題

【最優先】
３市町共通の重要テーマ（課題の中⼼）

那須地域の課題相関マップ
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